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波長 9.6 µm 付近において、ほぼ単峰で、Q 値 99 かつ放射率 0.70 という狭帯域・高放
射率な熱輻射ピークが実証されている。  















を行った結果、狭帯域 (Q 値 72)かつ高放射率 (0.74)な熱輻射ピークの発光強度が、電圧
印加により大幅に変化することが実証されている。また、作製光源の変調速度が 600 
kHz に達することが明らかとなり、光源の加熱と冷却を繰り返して強度変調を行う従































計・作製し、ほぼ単峰で Q 値 100 を超える狭帯域熱輻射スペクトルを実証した。  
2. 開発した高 Q 値熱輻射光源に電流注入加熱機構を導入し、不要な熱伝導損失・熱
輻射損失の抑制手法を確立して、低消費電力で動作可能な熱輻射光源の開発を行っ
た。開発光源の熱輻射特性の評価を行った結果、同電力投入時に、目標波数におい
て黒体輻射光源の 12 倍以上の輻射強度が得られることを実証した。  
3. 量子井戸構造を pn 接合内部に導入し、印加電圧により量子井戸の電子密度を変調
することで、熱輻射強度の高速変調を実現した。開発した光源では、狭帯域 (Q 値
72)かつ高放射率 (0.74)な熱輻射ピークの電圧変調動作が確認され、従来光源と比較









年 2 月 5 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後
期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
